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１．研究目的 

 蒸散流とは維管束植物茎内を上向きに流れ

る水分のことであり、水と栄養分の輸送および

蒸散による気化熱で自身の温度を下げる役割

がある。蒸散流速度は温度、湿度、土壌の養分

や水分、病害虫、光周期といった様々な要因で

変化するため、蒸散流速度変化を計測すること

で植物の生理活性情報を得ることが出来る。 

 従来の蒸散流速度の計測法として最も有用

とされているヒートパルス法は、周囲温度の影

響を受けやすく、細い木や草本には適用できな

い。また、その測定原理において夜間の蒸散流

速度がないと仮定しているが、この仮定が事実

に反することが近年報告されている 1）。 

そこで、本研究では草本にも適用可能で、周

囲温度の影響が低い蛍光色素を用いた蒸散流

速度計測法の開発を目的とした。 

２．計測原理 

Fig.1 に本研究で提案する蒸散流速度の計測

方法の概要を示す。透明チューブにミシン糸を

詰め植物茎内を模擬した管内に蛍光色素

(Rohdamine 6G)を注入し、送液ポンプによって

運ばれる色素を注入点から距離 3 cm, 11 cmに

ある計測点において YAG レーザー(532 nm)に

よって励起する。その際に発生する蛍光をもう

一方の光ファイバで集光し、光電子増倍管

（PMT）により検出する。蛍光色素注入点から

計測点までの距離と蛍光検出時間から蒸散流

速度を算出する。 

 

    Fig. 1 Experimental setup. 

３. 結果と考察 

 Fig. 2(a)に管内流速 143 cm/hにおける蛍光強

度変化を示す。いずれの計測でも蛍光色素が計

測点を通過する際に生じた蛍光が PMT 電圧の

上昇として観測された。 

 Fig. 2(b)に設定流速に対する 2つのピークが

見られた距離・時間間隔から算出した流速の関

係を示す。設定流速はチューブ出口に設置した

電子天秤の水の重量から算出した。両流速は良

く一致することから，本手法が有効であること

が分かる。 

 

 

Fig. 2 Fluorescent intensity as function of time (a), 

and estimated flow rate (b). 
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